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※事務局記入欄 

№ 103 

【様式２】 

エントリー学校名：兵庫県明石市立二見西小学校 

活動名：見つめ直そう 学びと心  ～ピンチをチャンスに変える教育課程～  

解決すべき課題：  

学力向上、特別支援や生徒指導等の生活の中で生じる子どもや教員の学びと心の課題が本校でよく上が
る言葉だ。教員が抱える課題は多様で、時間は有限である。加えて、子ども達や同僚との関わりの中で生まれ
る「しんどかったけど、やって良かった」という遣り甲斐に、生産性の低さや疲労感はマスクされている現状もある。こ
れらの課題は、コロナ禍においてより浮き彫りとなり迫ってきた。そこで、子どもも教員もハッピーにする資質能力の
向上に注目して、学びと心を見つめ直し、教育課程を軸に学校組織の力を高めていきたいと考えた。 
目標・方針：「教育課程を軸にベクトルを揃え、ピンチをチャンスに変えていこう！」 
①学校教育目標を飾りとしない。みんなで実態把握、目ざす姿を資質能力の視点で言語化・見える化。 
②学びと心を支えるカリキュラムマネジメントを手段にして、子どもも教員も「やればできる」を実感しよう。 
③働き方改革のネガティブなイメージを変える。ビジョンに向って、時間を有効に生かしたポジティブな働き方へ。 
活動内容： 
ビジョンとなる目ざす子どもの姿を共有するためにカリキュラムマネジメントの全体研修を２回行い、個人、学

年層、全体へと考えを共有し、具体的に資質能力を軸に言語化していった（図 1・２、写真１）。さらに、教
育課程を軸として学年や部会で話し合い（写真２）、カリキュラムを縦横に見つめ直し、共有しながら見通し
をもった実践を進めた（写真３）。同時に、子どもの学びと心を支える土台となるソフト面として、Academic 
Readiness Training を取り入れ、イライラ、気が散る状態を抑制して集中できる学習準備状態を作ることを
大事にしたり、アセスでより一人一人の子どもを多面的に見る教員の目を育てサポートに生かしたり（グラフ
１）しながら、教師のアカデミックなサポートとエモーショナルなサポートの両輪で学びと心を支えた。ハード面で
は、これまでの時間の使い方を見直し、行事等の精選だけでなく、ビジョンに向って実態から必要と考えた取組
（掃除や読書を大事にしたサイレントタイムの導入・最終下校時刻までの学習支援・教材研究のための学打
等）の時間を増やしていった。ポジティブな働き方改革と共に教員の帰宅時刻も早くなっている（写真４）。 
活動の成果： 
つけたい力を言語化・見える化したことで、カリキュラムマネジメントを手段としながら計画的・意図的にみんな

で取組んでいると実感できるようになってきた。また、職員室で子どもの話、授業の話をすることが増え、以前より
声をかけ合ったり、訊ねたり、課題が生まれると活発に意見を出し合ったりすることが増えてきた。1 学期末の学
校評価では「カリキュラムマネジメントの視点で見通しをもって取組むことができた。」「教材研究の学打ちがある
から授業の悩みも話しやすくなった。」「だったら、自分に何ができるかと考えるようになった。」等の声が寄せられ
た。学校全体で共通言語・共通実践が増え、笑顔と共に西っ子をみんなで育てる責任感が高まりつつある。 
アピールポイント（アイディアや工夫）：「ピンチはチャンス！コロナをチャンスにする教育課程」 
・みんなで向かう方向を決めれば当事者意識が高まり、「だったら…」と自分の持ち味を生かす教員増。 
・「仲良きことは美しきかな」 心と学びを支える取組の充実を図り、子どもも教員も笑顔で一歩前進。 
・削減だけでなく、生み出す！教育課程を軸にしたカリキュラムマネジメントで働き方改革がポジティブに。 

カリキュラムマネジメントを進めるにあたって、研修を計画・実施し、実態把握、具体的に言語化、見える化へ 
＜図１＞全体研修から抜粋      ＜写真１＞ 全体研修で      ＜写真２＞学年・各種部会で 

 
＜図２＞職員室の掲示（言語化）          ＜写真３＞職員室の掲示（見える化） 

 
                                  
                                   
 

 
＜グラフ１＞学校適応の向上      ＜写真４＞（持ち味を生かした取組、いきいきカエルボード表・裏）  

実行機能を意識して、「集中・ストップ」   

自分で抑制できる力が UP↑を実感 
 

・計画的に見通しをもって仕
事をするようになった。 

 
 

 

 




